
対象 犬山市下水道事業経営戦略改定（案）
募集期間 令和６年１２月１９日（木）〜令和７年１月１７日（金）

公開場所
市ホームページ、市役所本庁舎１階市民プラザ、市役所本庁舎２階下水道課窓口、
各出張所（城東、羽黒、楽田、池野）、シンエイライフ犬山ライブラリー

意見数 １件

※提出されたご意見は原文のまま掲載しています。

下水道事業経営戦略改定（案）についてのご意見の内容と市の考え方

いただいた意見・提案
 付属資料15ページの住民説明で「公共下水道計画区域内で集中浄化槽が整備されていた区域については、
概ね公共下水道の切り替えの整備が終わっており、残っているのは前原台団地のみである」との文言があり
ますが、疑問に感じております。
 付属資料を一読しますと、同じく長年、公共下水道計画区域内に組み込まれており、老朽化した集中単独
浄化槽を使用している城東団地も公共下水道をお願いします。という事になるのではないでしょうか。
 令和５年度に市内２カ所で行われた住民説明会の後に、城東団地自治会からの要請で、市の関係担当課が
城東団地へ個別に住民説明会を行って下さいました。下水道計画の説明については役員や住民からも積極的
な意見が出されており、城東団地の考えについては関係担当課も理解されているものと考えております。
 城東団地自治会では老朽化した集中単独浄化槽の懸案事項については、数年前から臨時総会などを行い、
住民皆と協議を続けており、その議論において犬山市における下水道事業の負担増を理解していると考えて
おります。また団地の地理的及び現実的な状況も認識しており、下水道を無理に通してくれとの運動や活動
はしておりません。
 しかし、老朽化した集中単独浄化槽を維持しながら、今後の浄化槽をどうするのかという困難な課題に、
自治会単独での説明会や勉強会を何度も行い、役員や住民への負担が増している状況であります。
 現在、徐々にではありますが、住民の皆が懸案事項や課題を共有しながら前向きに進みはじめたところで
あり、長年にわたる懸案事項である浄化槽問題を解決するのは今が肝要な時だと切実に感じております。
 今後、城東団地がどのような方向に進むのかは、まだ見通せない状況ではありますが、上記の文言は住民
にとって酷であり分断を招く可能性があります。さらには今後の自治会内での協議への後退を感じさせま
す。
 付属資料を下水道事業経営の根拠資料に使用するのならば、住民説明会の文言は配慮していただくように
お願いいたします。
 配慮や訂正等をして頂くのが困難ならば、なぜ数十年にわたり同じ状況における団地に対する行政の行動
が違うのか、城東団地の住民の皆が納得していただける説明や根拠を示して頂きたいです。
 なお、このコメントは私個人の意見であります。
城東団地自治会及び住民の総意を確認したものではないことをご理解のうえ、ご承知をお願い致します。

城東団地の住民の皆様に配慮が足らない回答であったことにつきましてお詫びいたします。付属資料15ペー
ジの住民説明会での質疑と回答No.6の回答について以下のとおり訂正をします。

「今回の見直しで具体的な整備計画がない市街化調整区域は合併浄化槽区域となるため、ご質問の区域につ
いては、個別の合併浄化槽または集中浄化槽を設置することとなり、その浄化槽の設置者は個人、町内会、
市等となる。」

市の考え方



3-５ 住民説明 

計画変更について、令和５年度に２回の住民説明会を実施しました。 

 

  住民説明会実施状況 

    
 

  住民説明会での質疑と回答については以下のとおりです。 
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　提出された意見と市の考え方に伴う訂正箇所
　犬山市下水道事業経営戦略　付属資料（案）P15　

訂正箇所
　　


